
氏名 光石 亜由美

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本近代文学会、日本文学協会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

名古屋大学大学院人間情報学研究科

博士（学術）

日本近代文学

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

学生指導委員、図書館委員、紀要委員、限界挑戦サークル顧問
8月2日オープンキャンパス体験講義（「韓国の中の日本文化・日本文学」）担当

①教育実習・研究授業見学（於：長野県川中島中学校、6月22日）
②博物館学洋上実習・引率（８月25日～28日）
③韓国・インジェ大学通訳研修（1月6～7日）

国際日本文化研究センター・共同研究員



① 『性的なことば』 共著

② 『文学で考える
〈仕事〉の百年』

共著

① （研究展望）
「〈変態心理〉研
究から見えてくる
もの」

単著

② （論文）「女装と
犯罪ともモダニズ
ム――谷崎潤一郎
「秘密」からピス
健事件へ」

単著

①

②

① （書評）「瀬崎圭
二著『流行と虚栄
の生成』」

単著

② （書評）「木村一
信・崔在喆編『韓
流百年の日本語文
学』」

単著

③

一九一〇～二〇年代のモダニズムの一
面を変態や異常を消費する人々の出現
として捉え、〈女装〉〈変態〉〈犯
罪〉というキーワードで谷崎潤一郎
「秘密」（一九一一年）に描かれた女
装を分析。

「トルコ」「愛人バンク」の項目執筆

吉屋信子「ヒヤシンス」の項目執筆

雑誌「変態心理」を中心とする、大正
期の文学、精神医学、科学、宗教等の
文化的研究の実際と展望。

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

昭和文学研究
（昭和文学研究会）

双文社出版

講談社

日本文学
（日本文学協会）
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日本文学
（日本文学協会）


